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私はこのたび定年退官いたしましたが,4年間の生産技術研究所および32年半の工技院化学技術研究

所の生活を振り返り,自分として特に印象の深い,フタロシアニンの研究,化学品安全の問題,筑波

移転の3つを紹介させていただきます.フタロシアニンは青や緑の優秀な有機顔料で.我が国は世界

一の生産国,輸出国です.その結晶転移,反応,触媒作用を述べます.化学品は危険視されますが,

難分解,高濃縮のものは特異な構造をしていることを有機概念図で説明します.化技研の筑波移転の

責任者として,計画｡設計･建設･移転に到る経験をご参考までに記しました.

1. は じ め に

早いもので東大の生産技術研究所にお世話になってか

ら4年が経過した.この4年間は私にとって特に幸せな

人生の一時期であった.生産研のある偉い先輩が私の入

所に際して,次のような意味深いお言葉をくださった.

｢君のように幸せな男はいない.なぜなら日本のユートピ

アからユートピアへ移るのだから｣.

私は生産研に来るまで32年6カ月間,通産省の東京工

業試験所 (現在は筑波移転とともに化学技術研究所と言

っている)に勤めていた.偉い先生の言われたとおり,

化技研と生産研の二つは私にとって幸せこの上ないユー

トピアであった.36年半の間の私のした仕事や思い出を

振り返ってみたい.

その前に,多勢の恩師のなかから亡き2人の先生を紹

介したい.まずお一人は私の学生時代の恩師,牧鋭夫先

生である.私は1947年9月に第一工学部の応用化学科を

卒業したが,先生には3年間親しく染料化学,芳香族化

学の薫陶を受けた.ご講議はいつも名調子で,うっとり

と聞きほれることがしばしばあった.先生の開発された

建染染料の一種,ご自慢のMakithreneの講義であった

か,｢繊維は朽ちても染料は朽ちず｣の名科白を聞いて,
思わず ｢本当かね｣と思ったものである.

もう一人の恩師は,1958年頃,私の留学先の西ドイツ

K61n大学化学研究所々長のProf.Dr.KurtAlderであ

る.先生は化学の分野で有名なDiels-Alder反応 (Dien

合成)の発見により,1950年度のNobel化学賞受賞者で

ある.先生は当時Humboldt留学生試験に合格した私を

K81n大学に呼んでくださったが,偉大な化学者,哲学

書東京大学生産技術研究所 元教授

者,ピアニストであるばかりでなく,巧まざるユーモリ

ストであった.この先生と出合うことがなかったら,私

の筑波移転との係わりもなかっただろう.

先生は1958年にお亡くなりになったが,K61n大学化

学研究所ではいまなお先生の遺徳を偲んで,講堂に先生

の名を付けている.

2.フタロシアニンの研究

2.1 大学卒業の頃

私が大学を卒業した1947年頃はまだ敗戦のなごりを

色濃く残していた時代であった.産業もあまり復興して

おらず,ろくな就職口もない時代だったが,試験を受け

たら運良く合格し,商工省 (当時)の東京工業試験所と

いう所に就職できた.よく分からないが,なにか試験を

する所なのだろ うと,気楽な就職であった.当時は電気

もガスもひどく不安定で,とても研究をするなどという

雰囲気ではなかった.

私の入った頃の東工試は労働組合と野球部がおそろし

く強い所であった.私はあまり組合運動には熱心でなか

ったが,野球部に入りレギュラーとなり毎日野球ばかり

していた.午後の2時か3時ごろになるとユニホームに

着がえスパイクをはき,バットを担いで仲間とグランド

に出かける毎日であった.野球をしていて月給をくれる

良い所に入ったというのが実感であった.

ある朝,例によってのんびり出勤すると役所 (研究所

でも役所である)が騒然としていて,ただならぬ雰囲気

であった.その日にレッドパージがあり,共産党員活動

家の6-7人が解雇されるという事件があった.殺気立っ

た騒動を見て,同じ所員が首を切られたことは非常なシ

ョックであったが,もし2度目の首切りがあったら,野
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